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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  

 



 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  利 用 契 約 書  

(ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 )   

 

ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 利 用 す る に 当 た り 、 重 要 事 項 の 説 明 及 び 重 要 事

項 説 明 書 の 交 付 を 受 け て 、 下 記 の と お り 契 約 を 締 結 し ま す 。  

 

第 １ 条 （ 契 約 の 目 的 ）  

社 会 福 祉 法 人 城 山 会  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館 （ （ 以 下 、 「 事 業 者 」 と い う 。 ）

は 、要 介 護 認 定 を 受 け た 入 居 者（ 以 下 、「 入 居 者 」と い う 。）に 対 し 、介 護 保 険 法 令 の 趣

旨 に 従 っ て 、 入 居 者 が 、 そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ

う 、 ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。  

 

第 ２ 条 （ 契 約 期 間 と 更 新 ）  

本契約の契約期間は契約締結の日から要介護認定有効期間の満了日までとします。  

ただし、契約期間満了日以前に入居者が要介護状態区分の更新の認定を受け、要介護認定有効期

間の満了日が更新された場合は、更新後の要介護認定の満了日をもって契約期間の満了日とします。 

２  契約期間満了の７日前までに、入居者又は入居者代理人から書面による契約終了の申し入れがな

い場合には、本契約は更に同じ条件で更新されるものとし、以後も同様とします。  

３  本契約が自動更新された場合、更新後の契約期間は、期間経過の翌日から更新後の要介護認定有

効期間の満了日とします。  

ただし、契約期間満了日以前に入居者が要介護状態区分の変更の認定を受け、要介護認定有効期

間の満了日が更新された場合、更新後の要介護認定有効期間の満了日をもって契約期間の満了日と

します。  

 

第 ３ 条 （ サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 ・ 変 更 ）  

事 業 者 は 、 入 居 者 の 日 常 生 活 全 般 の 状 況 及 び 希 望 を 踏 ま え て 、 「 ユ ニ ッ ト 型 施 設 サ ー

ビ ス 計 画 」 を 作 成 し ま す 。  

２  事業者は、入居者の要介護状態の軽減もしくは悪化の防止に資するよう、ユニット型介護老人福

祉施設介護の目標を設定し、「ユニット型施設サービス計画」に基づき計画的に行います。  

３  事業者は、入居者が書面によりサービスの内容や提供方法等の変更を希望する場合、速やかに「ユ

ニット型施設サービス計画」の変更等の対応を行います。  

４  事業者は、「ユニット型施設サービス計画」の作成及び変更に当っては、その内容を入居者及び

その家族に対し、説明し同意を得て計画書を交付します。  

 

第 ４ 条 （ サ ー ビ ス の 内 容 及 び そ の 提 供 ）  

入 居 者 が 提 供 を 受 け る サ ー ビ ス の 内 容 は 、「 重 要 事 項 説 明 書 」（ 以 下 、「 説 明 書 」と い

う ） に 定 め た と お り で す 。  

２  事業者は、前項の「説明書」を、その内容につき、入居者及びその家族に説明し、書面による同

意を得た上で、交付します。  



３  事業者は、「ユニット型施設サービス計画」に基づき、入居者の機能訓練及び入居者が日常生活

を営む上で必要な援助を行います。  

 

４  事業者は、常に入居者の心身の状況を適切に把握しつつ、相談援助等の生活指導、機能訓練その

他必要なサービスを入所者の希望に沿って適切に提供します。  

５  事業者は、サービスの提供記録を、この契約終了後５年間保管し、入居者の書面による求めに応

じて閲覧、又は複写物を交付します。  

 

第 ５ 条 （ 入 院 期 間 中 の 取 り 扱 い ）  

事 業 者 は 、 入 所 者 が 入 所 期 間 中 、 医 療 機 関 に 入 院 し た 場 合 で あ っ て 、 入 院 の 日 か ら ３ か

月 以 内 に 退 院 す る こ と が 見 込 ま れ る と き は 、 入 退 院 の 手 続 そ の 他 必 要 な 便 宜 を 提 供 す る と

と も に 、 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 を 除 い て 、 概 ね ３ ヵ 月 以 内 の 退 院 で あ れ ば 、 円 滑 に

再 入 所 で き る よ う に し ま す 。  

 但 し 、入 院 後 １ ケ 月 を 目 途 に 施 設 職 員 が 当 該 入 院 医 療 機 関 へ 赴 き 、症 状 等 の 経 過 を 尋 ね 、

そ の 結 果 ３ ケ 月 を 経 過 し て も 退 院 で き な い 事 が 明 ら か に な っ た 場 合 は 契 約 を 終 了 と さ せ て

頂 き ま す 。 ま た 、 ３ ケ 月 以 内 の 退 院 の 場 合 、 退 院 時 に 施 設 の 準 備 が 整 っ て い な い 時 に は 、

併 設 さ れ て い る 別 の 介 護 老 人 福 祉 施 設 若 し く は 短 期 入 所 生 活 介 護 の 居 室 等 を ご 利 用 い た だ

く 場 合 が あ り ま す 。  

 

第 ６ 条 （ 緊 急 時 の 対 応 ）  

事 業 者 は 、 現 に サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と き に 、 入 居 者 の 病 状 の 急 変 が 生 じ た 場

合 、 そ の 他 必 要 な 場 合 は 、 速 や か に 主 治 医 又 は 協 力 医 療 機 関 に 連 絡 を と る な ど 必 要 な 措

置 を 講 じ ま す 。  

 

第 ７ 条 （ 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 と の 連 携 ）  

事 業 者 は 、 サ ー ビ ス 提 供 に 当 た り 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 及 び 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又

は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 綿 密 な 連 携 に 努 め ま す 。  

 

２  事業者は、入居者が「居宅サービス計画」の変更を書面にて希望する場合は、速やかに居宅介護

支援事業者への連絡調整等の援助を行います。  

 

第 ８ 条 （ 秘 密 保 持 等 ）  

事 業 者 及 び 職 員 は 、 サ ー ビ ス を 提 供 す る 上 で 知 り 得 た 入 居 者 及 び そ の 家 族 の 個 人 情 報

（ 個 人 情 報 保 護 法 に お け る 定 義 に 従 い ま す 。）を 正 当 な 理 由 な く 第 三 者 に 漏 ら し ま せ ん 。 

な お 、 こ の 守 秘 義 務 は 、 契 約 終 了 後 も 同 様 で す 。  

 

第 ９ 条 （ 個 人 情 報 の 保 護 ）  

前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 事 業 者 は 、 以 下 の 場 合 に 限 り 入 居 者 に 関 す る 心 身 等 の 情 報

を 含 む 個 人 情 報 を 提 供 で き る も の と し ま す 。 そ の 場 合 、 個 人 情 報 利 用 の 内 容 等 の 経 過 を

記 録 し ま す 。  



一  介 護 サ ー ビ ス の 提 供 を 受 け る に 当 た っ て 、 介 護 支 援 専 門 員 と 事 業 者 と の 間 で 開 催

さ れ る サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 に お い て 、 入 居 者 の 状 態 、 家 族 の 状 況 を 把 握 す る た め に

必 要 な 場 合  

二  上 記 （ 一 ） の 外 、 介 護 支 援 専 門 員 又 は 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 と の 連 絡 調 整 の た め に

必 要 な 場 合  

三  現 に 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 を 受 け て い る 場 合 で 、 入 居 者 が 体 調 等 を 崩 し 又 は ケ ガ 等

で 病 院 へ 行 っ た と き で 、 医 師 ・ 看 護 師 等 に 説 明 を す る 場 合  

四  施 設 内 の 広 報 物 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 写 真 等 の 掲 載 又 は 家 族 会 で の 説 明 等 の 場 合  

３  入居者は、本契約の締結により前項の内容の個人情報の使用を了承するものとします。  

 

第 １ ０ 条 （ 賠 償 責 任 ）  

事 業 者 は 、 サ ー ビ ス 提 供 に 当 た っ て 故 意 又 は 過 失 に よ り 、 入 居 者 の 生 命 ・ 身 体 ・ 財 産

に 損 害 を 及 ぼ し た 場 合 に は 、 そ の 損 害 を 賠 償 し ま す 。  

た だ し 、 入 居 者 に 故 意 又 は 過 失 が 認 め ら れ 、 か つ 入 居 者 の 置 か れ た 心 身 の 状 況 を 斟 酌

し て 相 当 と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 損 害 賠 償 額 を 減 ず る こ と が で き る も の と し ま す 。  

２  事業者は、自己の責めに帰すべき事由がない限り、損害賠償責任を負いません。とりわけ以下の

各号に該当する場合には、施設は損害賠償責任を免れます。  

（ １ ）  入 居 者 が 、契 約 締 結 時 に そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 歴 等 の 重 要 事 項 に つ い て 故 意 に

こ れ を 告 げ ず 、 又 は 不 実 の 告 知 を 行 っ た こ と に 専 ら 起 因 し て 損 害 が 発 生 し た 場

合  

（ ２ ） 入 居 者 が 、 サ ー ビ ス の 実 施 の た め 必 要 な 事 項 に 関 す る 聴 取 、 確 認 に 対 し て 故 意

に こ れ を 告 げ ず 、 又 は 不 実 の 告 知 を 行 っ た こ と に 専 ら 起 因 し て 損 害 が 発 生 し た

場 合  

（ ３ ） 入 居 者 の 急 激 な 体 調 の 変 化 等 、 施 設 が 実 施 し た サ ー ビ ス を 原 因 と し な い 事 由 に

専 ら 起 因 し て 損 害 が 発 生 し た 場 合  

（ ４ ） 入 居 者 が 、 施 設 及 び 従 業 者 の 指 示 ・ 依 頼 に 反 し て 行 っ た 行 為 に 専 ら 起 因 し て 損

害 が 発 生 し た 場 合  

 

第 １ １ 条 （ 利 用 料 及 び そ の 変 更 ）  

入 居 者 は 、 サ ー ビ ス の 対 価 と し て 「 重 要 事 項 説 明 書 」 の 記 載 に 従 い 、 利 用 料 金 を 支 払

い ま す 。  

２  利用料金のうち関係法令に基づいて定められたものが、契約期間中に変更になった場合、関係法

令に従って改定後の利用料金が適用されます。  

その際には、事業者は入居者に事前に説明します。  

３  事業者は、提供するサービスのうち、介護保険の適用を受けないものがある場合には、特にその

サービスの内容及び利用料金を説明し、入居者の同意を得ます。  

４  事業者が、前項の利用料金の変更（増額又は減額）を行う場合には、入居者に対して変更予定日

の１か月前までに文書により説明し、同意を得ます。  

 

 



第 １ ２ 条 （ 利 用 料 の 支 払 い ）  

サ ー ビ ス が 介 護 保 険 の 適 用 を 受 け る 場 合 に は 、 原 則 と し て サ ー ビ ス 費 の 厚 生 労 働 大 臣

の 定 め る 基 準 の 割 合 （ 以 下 、 「 負 担 割 合 」 と い う 。 ） を お 支 払 い い た だ き ま す 。  

２  保険料の滞納などにより、サービス費の負担割合の「入居者負担金」で利用できなくなる場合は、

一旦サービス費全額をお支払いいただき、後日、保険者から保険給付分の払い戻しを受ける手続き

が必要となります。  

 

３  事業者は当月の利用料金の請求に明細を付して、翌月末までに入居者に請求し、入所者は、次の

方法により支払います。  

（ １ ）当 事 業 者 指 定 の 金 融 機 関 へ の 口 座 振 替（ た だ し 、口 座 振 替 が 開 始 さ れ る ま で の 期

間 は 、 口 座 振 込 又 は 現 金 に よ る 支 払 い で 対 応 す る ）  

（ ２ ） 当 事 業 者 指 定 の 金 融 機 関 へ の 口 座 振 込  

 

第 １ ３ 条 （ 利 用 料 の 滞 納 ）  

入 居 者 が 正 当 な 理 由 な く 利 用 料 金 を ３ か 月 以 上 滞 納 し た 場 合 に は 、 事 業 者 は 文 書 に よ

り ３ ０ 日 以 上 の 期 間 を 定 め て そ の 期 間 内 に 滞 納 額 の 全 額 を 支 払 わ な け れ ば 、 契 約 を 解 約

す る 旨 の 催 告 を す る こ と が で き ま す 。  

 

２  前項の催告をしたときは、事業者は「居宅サービス計画」を作成した居宅介護支援施設と協議し、

入居者の日常生活を維持する見地から「居宅サービス計画」の変更、介護保険外の公的サービスの

利用等について必要な協議を行うようにするものとします。  

３  事業者は、前項に定める調整の努力を行い、かつ第１項に定める期間が満了した場合には、文書

で通知することによりこの契約を解約することができます。  

４  事業者は、前項の規定により解約に至るまでは、滞納を理由としてサービスの提供を拒むことは

ありません。 

 

第 １ ４ 条 （ 契 約 の 満 了 ）  

次 の 事 由 に 該 当 し た 場 合 は 、 こ の 契 約 は 自 動 的 に 終 了 し ま す 。 た だ し 、 終 了 事 由 が 発

生 し 、 契 約 が 終 了 し た に も か か わ ら ず 、 事 業 者 が 行 っ た サ ー ビ ス の 対 価 は 利 用 者 が こ れ

を 負 担 し ま す 。  

（ １ ） 入 居 者 の 要 介 護 認 定 区 分 が 、 要 介 護 2以 下 と 認 定 さ れ た と き  

（ ２ ） 入 居 者 が 死 亡 し た と き  

（ ３ ） 第 11条 、 第 13条 又 は 第 14条 に 基 づ き 本 契 約 が 解 約 又 は 解 除 さ れ た 場 合  

 

第 １ ５ 条 （ 入 居 者 の 解 約 権 ）  

入 居 者 は 事 業 者 に 対 し て 、 契 約 満 了 希 望 日 の ７ 日 前 ま で に 通 知 す る こ と に よ り 、 こ の

契 約 を 解 約 す る こ と が で き ま す 。 な お こ の 場 合 、 施 設 は 入 所 者 に 対 し 、 文 書 に よ る 確 認

を 求 め る こ と が で き ま す 。  

た だ し 、 入 居 者 の 病 状 の 急 変 、 急 な 入 院 な ど や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 、 直 ち に

こ の 契 約 を 解 約 す る こ と が で き ま す 。  



２  次の事由に該当した場合は、入居者は文書で通知することにより、直ちにこの契約を解約するこ

とができます。 

（ １ ） 事 業 者 が 、 正 当 な 理 由 な く サ ー ビ ス を 提 供 し な い と き  

（ ２ ） 事 業 者 が 、 入 居 者 や そ の 家 族 な ど に 対 し て 社 会 通 念 を 逸 脱 す る 行 為 を 行 っ た と

き  

 

第 １ ６ 条 （ 事 業 者 の 解 約 権 ）  

事 業 者 は 、 入 居 者 が 以 下 の 事 項 に 該 当 す る 場 合 に は 、 本 契 約 を 解 除 す る こ と が で き ま

す 。  

 

（ １ ） 入 居 者 が 契 約 締 結 時 及 び 契 約 期 間 中 に 、 そ の 心 身 の 状 況 及 び 病 歴 等 の 重 要 事 項

に つ い て 故 意 に こ れ を 告 げ ず 、 又 は 不 実 の 告 知 を 行 い 、 そ の 結 果 本 契 約 を 継 続 し

が た い 重 大 な 事 情 を 生 じ さ せ た 場 合  

（ ２ ） 第 １ ３ 条 に よ る 場 合  

（ ３ ） 入 居 者 が 法 令 違 反 そ の 他 著 し く 常 識 を 逸 脱 す る 行 為 を な し 、 事 業 者 の 再 三 の 申

し 入 れ に も か か わ ら ず 改 善 の 見 込 み が な く 、 本 契 約 を 継 続 し が た い 重 大 な 事 情 を

生 じ さ せ た 場 合  

（ ４ ） 入 居 者 の 病 状 、 心 身 状 態 等 が 著 し く 悪 化 し 、 当 施 設 で の サ ー ビ ス の 提 供 で は 適

さ な い と 判 断 さ れ た 場 合  

（ ５ ） 入 居 者 又 は そ の 関 係 者 （ 以 下 、 「 入 居 者 等 」 と い う 。 ） の 強 い 介 護 拒 否 ・ 自 傷

他 害 に よ り 、 生 命 又 は 健 康 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ り 、 治 療 の 必 要 が あ る

場 合 や 、 通 常 の 対 応 で は 予 防 が 困 難 な 場 合  

（ ６ ） 入 居 者 等 か ら の 対 応 し が た い 期 待 や 要 望 が あ る 場 合  

（ ７ ） 入 居 者 等 が 、 著 し い 不 信 行 為 や 感 情 的 、 威 圧 的 な 言 動 で 従 業 者 の 心 理 状 態 に 支

障 を き た す 行 為 に よ り こ の 契 約 を 継 続 す る こ と が 困 難 と な っ た 場 合  

（ ８ ） 入 居 者 等 が 、 他 の 入 居 者 や 従 業 者 に 対 し て 、 暴 力 行 為 、 ハ ラ ス メ ン ト 行 為 （ セ

ク シ ュ ア ル ・ モ ラ ル ・ カ ス タ マ ー 等 ） 、 そ の 他 の 迷 惑 行 為 に よ り 、 介 護 業 務 そ の

他 の 業 務 の 妨 げ に な る 行 為 を 行 っ た 場 合  

 

第 １ ７ 条 （ 契 約 終 了 時 の 援 助 ）  

契 約 を 解 除 又 は 終 了 す る 場 合 に は 、 事 業 者 は あ ら か じ め 居 宅 介 護 支 援 施 設 に 対 す る 情

報 の 提 供 を 行 う と と も に 、 そ の 他 の 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス 提 供 者 等 と 連 携

し 、 入 居 者 に 対 し て 必 要 な 援 助 を 行 い ま す 。  

 

第 １ ８ 条 （ 苦 情 処 理 ）  

事 業 者 は 、 入 居 者 又 は そ の 家 族 か ら の ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 介 護 サ ー ビ ス に 関

す る 相 談 、 苦 情 等 に 対 応 す る 窓 口 を 設 置 し 、 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 し 、 サ ー ビ ス の 向 上 及

び 改 善 に 努 め ま す 。  

 

 



２  事業者は、入居者が苦情申し立てを行った場合、これを理由としていかなる不利益な扱いもいた

しません。  

３  入居者は、介護保険法令にしたがい、市町村及び国民健康保険団体連合会等の苦情申立機関に苦

情を申し立てることができます。  

 

第 １ ９ 条 （ 代 理 人 ）  

入 居 者 は 、 代 理 人 を 選 任 す る こ と が で き ま す 。 た だ し 、 代 理 人 が そ の 代 理 権 を 行 使 す

る 場 合 は 、 事 業 者 に 対 し 、 そ の 権 限 を 証 す る 書 面 を 提 示 し て こ れ を 行 う こ と と し ま す 。  

 

第 ２ ０ 条 （ 裁 判 管 轄 ）  

こ の 契 約 に 関 す る 紛 争 の 訴 え は 、 入 居 者 の 住 所 地 を 管 轄 す る 裁 判 所 を 管 轄 裁 判 所 と す

る こ と に 合 意 し ま す 。  

 

第 ２ １ 条 （ 契 約 外 事 項 ）  

こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は 、 介 護 保 険 法 令 そ の 他 諸 法 令 の 定 め る と こ ろ に

よ り ま す 。  

 

第 ２ ２ 条 （ 協 議 事 項 ）  

こ の 契 約 に 関 し て 問 題 が 生 じ た 場 合 は 、第 1条 記 載 の 目 的 の た め 、当 事 者 が 互 い に 信 義

に 従 い 、 誠 実 に 協 議 し た う え で 解 決 す る も の と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  重 要 事 項 説 明 書  

 

１ ． 事 業 の 目 的 と 運 営 方 針  

要 介 護 状 態 に あ る 方 に 対 し 、 適 正 な ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 す

る こ と に よ り 要 介 護 状 態 の 維 持 ・ 改 善 を 目 的 と し 、 目 標 を 設 定 し て 計 画 的 に サ ー ビ ス を 提

供 し ま す 。  

ま た 、 関 係 市 町 村 、 地 域 の 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス と 連 携 を 図 り 、 総 合 的 な サ ー ビ ス

の 提 供 に 努 め ま す 。  

 

２ ． 施 設 の 内 容  

（ １ ） 事 業 者 名  

事 業 者 の 名 称   社 会 福 祉 法 人  城 山 会  

法 人 所 在 地   鹿 児 島 市 長 田 町 ３ ２ 番 １ 号  

代 表 者 名   理 事 長  中 村  佐 知 子  

電 話 番 号   ０ ９ ９ － ２ １ ９ － ６ ０ ３ ０ （ 代 表 ）  

設 立 年 月 日   平 成 ９ 年 １ ２ 月 １ 日  

 

（ ２ ） ご 利 用 施 設  

施 設 名    特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  

指 定 番 号   ４ ６ ７ ０ １ １ ２ ２ ６ ９  

所 在 地    鹿 児 島 市 長 田 町 ３ ７ 番 ２ ３ 号  

管 理 者 の 氏 名  石 坂  朋 之  

電 話 番 号    ０ ９ ９ － ８ １ ３ － ７ １ ４ ５  

Ｆ Ａ Ｘ 番 号   ０ ９ ９ － ８ １ ３ － ７ １ ４ ６  

開 設 年 月 日  平 成 ３ ０ 年 ５ 月 １ 日  

 

（ ３ ） 施 設 で あ わ せ て 実 施 す る 事 業  

事 業 の 種 類  指 定 年 月 日  介 護 保 険 事 業

所 番 号  

定 員  

 特 別 養 護 老 人 ホ ー

ム  

平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 1 2 2 1  ５ ０ 名  

短 期 入 所 生 活 介 護  平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 1 2 2 1  ２ ０ 名  

（ 介 護 予 防 含 ）  介 護 予 防 短 期 入 所

生 活 介 護  

平 成 １ ９ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 1 2 2 1  

 通 所 介 護  平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 1 4 0 3  ６ ５ 名  

（ 予 防 型 含 ）  予 防 型 通 所 介 護  平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 1 4 0 3  

 訪 問 介 護  平 成 １ ２ 年 ５ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 2 1 6 1  ―  

予 防 型 訪 問 介 護  平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 2 1 6 1  ―  



 居 宅 介 護 支 援 事 業  平 成 １ ３ 年 ４ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 0 5 1 2  ―  

 グ ル ー プ ホ ー ム  平 成 １ ７ 年 ９ 月 １ 日  4 6 7 0 1 0 4 5 5 5  １ ８ 名  

配 食 サ ー ビ ス  （ 介 護 保 険 対 象 外 ）  ―  ―  

地 域 密 着 型 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム  

平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日  4 6 9 0 1 0 1 1 1 0  ２ ０ 名  

 

（ ４ ） 施 設 の 職 員 体 制  

職  種  
職 務 の  

内 容  

員

数  

区  分  

常 勤 換  

算 人 数  

指 定

基 準  
保 有 資 格  

常 勤  非 常 勤  

専

従  

兼

務  

専

従  

兼

務  

施  設  長  

業 務 の 一 元

的 な 管 理  
1   1    1  1   

事  務  員  

労 務 、 会

計 、 保 険 請

求  

3   3    3  1   

（ 生 活 相 談 員 ）  

生 活 相 談 及

び 指 導  
1   1    0 . 5  1  介 護 福 祉 士 １ 名  

介 護 支 援 専 門 員  

施 設 サ ー ビ

ス 計 画 作 成  
1   1    0 . 5  1  

介 護 支 援 専 門 員

１ 名  

介 護 職 員  介 護 業 務  1 8  1 8     1 8  1 8  
う ち 介 護 福 祉 士  

1 4 名  

看 護 職 員  

心 身 の 健 康

管 理 、 口 腔

衛 生 と 機 能

の チ ェ ッ ク

及 び 指 導 、

保 健 衛 生 管

理  

3  2 1   2 . 5  1  う ち 看 護 師 2 名  

機 能 訓 練 指 導 員  

身 体 機 能 の

向 上 ・ 健 康

維 持 の た め

の 指 導  

1   1    0 . 5  1  看 護 師  １ 名  

医   師  

健 康 管 理 及

び 療 養 上 の

指 導  

1    1   0 . 2  （ 1）  医  師  １ 名  



栄  養  士  

食 事 の 献 立

作 成 、 栄 養

計 算 、 栄 養

指 導 等  

      1   

※ 令 和 6 年  6 月 1 日 現 在  

 

（ ５ ） 職 種 の 勤 務 体 制  

職   種  勤  務  態  勢  休 暇  

施  設  長  正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ） 常 勤  月 ９ 日  

事 務 職 員  正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ） 常 勤  月 ９ 日  

生 活 相 談 員  正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ） 常 勤  月 ９ 日  

介 護 支 援 専 門

員  

正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ） 常 勤  
月 ９ 日  

ケ ア ワ ー カ ー  

（ 介 護 職 員 ）  

早 出  （  ７ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ０ ０ ）  １ 日 あ た り ３ 名 以 上  

日 勤  （  ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ）  １ 日 あ た り ３ 名 以 上  

遅 出  （ １ ０ ： ０ ０ ～ １ ９ ： ０ ０ ）  １ 日 あ た り ３ 名 以 上  

夜 勤  （ １ ７ ： ０ ０ ～ 翌 ９ ： ０ ０ ）  １ 日 あ た り ３ 名  

月 ９ 日  

看 護 職 員  正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ）  月 ９ 日  

医  師 (嘱 託 )  月 曜 ～ 金 曜 の う ち 週 ３ 日 以 上 （ 1 日 2 時 間 ）  ―  

管 理 栄 養 士 等  正 規 の 勤 務 時 間 帯 （ ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ ）  月 ９ 日  

 

（ ６ ） 設 備 の 概 要   定 員  ３ ０ 名  

① 土 地 ・ 建 物  

 

 

② 居  室  

居 室 の 種

類  

数  面  積  １ 人 あ た り 面

積  

１ 人 部 屋  １ ５ 室  １ ５ ． ０ ５ ㎡  １ ５ ． ０ ５ ㎡  

１ 人 部 屋  １ ２ 室  １ ６ ． ０ ０ ㎡  １ ６ ． ０ ０ ㎡  

１ 人 部 屋  ２ 室  １ ６ ． ５ ０ ㎡  １ ６ ． ５ ０ ㎡  

１ 人 部 屋  １ 室  １ ６ ． １ ６ ㎡  １ ６ ． １ ６ ㎡  

 

③ 主 な 設 備  

設 備 の 種 類  数  面 積  

敷  地     ３ ， ３ ６ ９ ． ４ ２ ㎡  

建  

物  

構  造  
 鉄 骨・鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 合

金 メ ッ キ 鋼 板 ぶ き  

地 下 １ 階 付 き ２ 階 建  

延 べ 床 面 積     １ ， ４ ６ ９ ． ７ ５ ㎡  



リ ビ ン グ  ３ 室  ３ ４ ． ０ ０ ㎡ ×３  

交 流 ホ ー ル  １ ヶ

所  

１ ０ ９ ． ２ ０ ㎡  

浴  室  ３ 室  １ ３ ． ８ ７ ㎡ ×２  ・  ９ ． ０ ㎡ ×１   

脱 衣 所  ３ 室  
８ ． ８ ４ ㎡ ×１   ・  ８ ． ６ ２ ㎡ ×１  

８ ． ５ ２ ㎡ ×１       

 

３ ． サ ー ビ ス の 内 容  

（ １ ） 基 本 サ ー ビ ス （ 介 護 保 険 給 付 サ ー ビ ス ）  

種  類  内     容  

食  事  ・ 管 理 栄 養 士 の 管 理 指 導 の 元 に 、 入 居 者 の 健 康 状 態 及 び 身 体 状 況 に  

配 慮 し た バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ 食 事 を 提 供 し ま す 。  

・ 身 体 状 況 及 び 健 康 状 態 に 配 慮 し 、 出 来 る だ け 離 床 し て リ ビ ン グ で  

食 べ て い た だ け る よ う 配 慮 し ま す 。  

・ 適 温 で 温 か い 食 事 を 食 べ て い た だ け る よ う に 配 慮 し ま す 。  

［ 食 事 時 間 ］   朝 食   ７ ： ０ ０ ～  ９ ： ０ ０   

        昼 食  １ ２ ： ０ ０ ～ １ ３ ： ０ ０   

        夕 食  １ ７ ： ０ ０ ～ １ ９ ： ０ ０   

排  泄  ・ 入 居 者 の 身 体 的 機 能 及 び 精 神 的 機 能 を 把 握 し 、 ニ ー ズ に 応 じ た  

適 切 な 排 泄 介 助 を 行 う と 共 に 、 自 立 に 向 け た 排 泄 援 助 を 行 い ま す 。  

入  浴  ・ 身 体 状 況 な ら び に 健 康 状 態 に 応 じ て 、 一 般 浴 、 特 殊 浴 、 清 拭 等 を  

行 い 身 体 の 保 清 に 努 め ま す 。  

離  床  

着 替 え  

整 容 等  

・ 計 画 的 な 機 能 訓 練 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 事 等 の 実 践 に よ り 、 日 常  

生 活 に メ リ ハ リ を も て る よ う に 努 め ま す 。  

・ モ ー ニ ン グ ケ ア 、 ナ イ ト ケ ア の 徹 底 に よ り 平 常 着 と 寝 衣 の 着 替 え  

を 行 う よ う に 配 慮 し ま す 。 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ や 特 殊 な 扱 い が  

必 要 な 衣 類 の 持 ち 込 み は ご 遠 慮 く だ さ い 。  

・ 定 期 の リ ネ ン 交 換 は 週 １ 度 行 い 、 汚 染 時 の 交 換 は 随 時 行 い ま す 。  

機 能 訓

練  

・ 医 師 な ら び に 理 学 療 法 士 ・ 看 護 職 員 等 の 指 導 の も と 、 看 護 ・ 介 護  

職 員 に よ り 、 入 所 者 の 状 況 に 適 合 し た 機 能 訓 練 ・ 生 活 動 作 訓 練 を  

行 い ま す 。 事 業 者 の 保 有 す る リ ハ ビ リ 器 具 を 使 用 、 ゲ ー ム や カ ラ  

オ ケ 、 創 作 活 動 を 行 い ま す 。  

［ 当 施 設 の 保 有 す る リ ハ ビ リ 器 具 ］  

・ 歩 行 器  ５ 台 ・ 平 行 棒 台  １ 台 ・ プ ラ ツ ト ホ ー ム １ 台   

 

健 康  

管 理  

・ 嘱 託 医 師 が 健 康 管 理 及 び 療 養 上 の 指 導 を 行 い ま す 。  

（ 定 期 回 診 週 3 回 程 度 ）  

・ 看 護 職 員 が 健 康 管 理 及 び 療 養 上 の お 世 話 を 行 い 、 体 調 不 良 な ど  



の あ る 場 合 は 必 要 に 応 じ 受 診 介 助 を 行 い ま す 。  

ま た 、 緊 急 な 医 療 上 の 必 要 性 が あ る 場 合 は 、 嘱 託 医 と 連 携 し 主 治  

医 あ る い は 協 力 医 療 機 関 等 に 引 継 ぎ し 、 入 居 者 の 心 身 等 の 情 報 を  

提 供 し ま す 。  

・ 入 居 者 が 外 部 医 療 機 関 を 受 診 す る 場 合 は 、 ご 家 族 様 の ご 同 伴 を  

お 願 い し ま す 。 ま た 、 職 員 に よ る 介 添 え （ 送 迎 ・ 引 継 ぎ ） に つ い て  

出 来 る だ け 配 慮 し ま す 。  

（ 定 期 通 院 等 は ご 家 族 で の ご 対 応 を お 願 い す る 場 合 も あ り ま す ）  

［ 当 施 設 の 嘱 託 医 ］  

 氏  名     西 本  佳 代  ／  中 村 （ 哲 ） 産 婦 人 科 ・ 内 科  医 師  

 診 療 科     内 科 ・ 婦 人 科  

相 談 及

び 援 助  

・ 当 施 設 は 、 入 居 者 及 び そ の ご 家 族 か ら 、 入 居 者 の 生 活 に つ い て の  

あ ら ゆ る ご 相 談 に 誠 意 を も っ て 応 じ 、 可 能 な 限 り 必 要 な 援 助 を 行  

う よ う に 努 め ま す 。  

・ 定 期 的 （ 入 居 時 や ケ ア プ ラ ン 見 直 し 時 期 等 ） あ る い は 必 要 に 応 じ て  

入 居 者 及 び ご 家 族 と 面 談 し 、 意 向 を 全 面 的 に 介 護 サ ー ビ ス に 反 映 す

る こ と を 努 め ま す 。  

［ 相 談 窓 口 ］  介 護 支 援 専 門 員 ／ 生 活 相 談 員  有 馬  光 将  

社 会 生

活 上 の

便 宜  

・ 地 下 １ 階 受 付 横 に ご 意 見 箱 を 設 置 。 定 期 的 に 開 封 し 、 検 討 し て い  

き ま す 。  

・ 南 日 本 新 聞 を 定 期 購 読 。 な ら び に テ レ ビ の 設 置 。  

・ 当 施 設 で は 、 施 設 内 で の 日 常 生 活 を 心 豊 か で 実 り あ る も の と す る  

た め 、 適 宜 レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 事 を 企 画 し ま す 。  

［ 主 な レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 事 ］  

 誕 生 会 （ 毎 月 １ 回 ） 、 初 詣 、 花 見 、 運 動 会 、 夏 祭 り な ど の 季 節  

行 事 の 他 、 買 い 物 や 近 隣 施 設 な ど に も 出 か け ま す 。  

※ レ ク リ エ ー シ ョ ン や 行 事 に つ い て は 、 別 途 費 用 が か か る 場 合 が  

あ り ま す 。  

管 理 代

行  

・ 当 施 設 で の 社 会 生 活 を 円 滑 に お こ な っ て い た だ く た め に 、 入 居 の  

際 に 次 の も の を 入 居 者 及 び 家 族 に 代 わ っ て 保 管 さ せ て い た だ き  

ま す 。  

（ 1） 介 護 保 険 被 保 険 者 証 【 原 本 】  

（ 2） 後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証 （ 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 書 ） 【 原 本 】 

（ 3） そ の 他 、 特 に 必 要 と 思 わ れ る も の  

 

（ ２ ） 介 護 保 険 給 付 外 サ ー ビ ス  

① 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用  

② 居 住 に 要 す る 費 用  

③ 理 美 容 サ ー ビ ス   毎 月 1 回 、 理 容 師 等 の 出 張 に よ る 理 容 サ ー ビ ス が 利 用 で き ま す 。  

※ 利 用 の 際 は 実 費 負 担 と な り ま す 。  



④ 入 居 者 の 選 定 に よ り 提 供 す る も の  

 

（ ３ ） そ の 他  

サ ー ビ ス 提 供 記

録 の 保 管  
こ の 契 約 の 終 了 後 、 ５ 年 間 保 管 し ま す 。  

サ ー ビ ス 提 供 記

録 の 閲 覧  
毎 日（ 土・ 日 曜 日・ 祝 日 を 除 く ）午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時  

サ ー ビ ス 提 供 記

録 の 複 写 物 の 交

付  

複 写 に 際 し て は 、 実 費 額 を 負 担 し て い た だ き ま す 。  

計 画 作 成 ま で の

サ ー ビ ス  

日 常 生 活 が 快 適 に 安 心 し て 送 れ る よ う 適 切 な 各 種

サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。  

 

４ ． 利 用 料 金  

厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に よ る 介 護 報 酬 の 告 示 上 の 額 と し 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人

福 祉 施 設 が 法 定 代 理 受 領 の 場 合 は 、 介 護 保 険 負 担 割 合 証 に 定 め る 割 合 の 額 と す る 。  

□ 介 護 報 酬 告 示 額  

（ １ ）  介 護 保 険 給 付 対 象 サ ー ビ ス （  要 介 護  １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５  ）  

施 設 介 護 サ ー ビ ス 費  

（ 1 0 割 負 担 ）  

利 用 者 負 担 金  

（ 負 担 割 合 証 参

照 ）  

算 定 根 拠 （ 単 価 ×3 0 日 の 場 合 ） 

円   円   

                   

円  

 

※ 介 護 保 険 か ら の 給 付 額 に 変 更 が あ っ た 場 合 、 変 更 さ れ た 額 に 合 わ せ て 負 担 額 を 変 更 し ま

す 。  

※ 保 険 料 を 滞 納 し た 場 合 は 、い っ た ん 利 用 者 が 施 設 介 護 サ ー ビ ス 費（ 1 0 割 ）を 支 払 い 、市

に 対 し て 保 険 給 付 分 利 用 者 負 担 金（ 1 0 割 ）を 支 払 う 。そ の 後 市 に 対 し て 保 険 給 付 分（ 負 担

割 合 証 参 照 ） を 請 求 し て い た だ く こ と に な り ま す 。  

 

（ ２ ） そ の 他 介 護 給 付 サ ー ビ ス 加 算 （ 参 考 ： 自 己 負 担 割 合 が 1 割 の 場 合 ）  

ア 、  初 期 加 算  1 日  3 0 円  

利 用 者 が 新 規 に 入 所 及 び 1 ケ 月 以 上 の 入 院 後 再 び 入 所 し た 場 合 、 3 0 日 加 算 。  

イ 、  入 院 ・ 外 泊 時 加 算  1 日  2 4 6 円  

利 用 者 が 入 院 及 び 外 泊 の 場 合 6 日 を 限 度 と し て 加 算 (但 し 、入 院・外 泊 の 初 日 及 び

末 日 の ご 負 担 は あ り ま せ ん )。  

ウ 、  栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 強 化 加 算  1 日  1 1 円  

管 理 栄 養 士 の 配 置 を 位 置 付 け 、状 態 に 応 じ た 栄 養 管 理 の 計 画 的 な 実 施 し 、入 所 者 全

員 へ の 丁 寧 な 栄 養 ケ ア の 実 施 や 体 制 強 化 等 を 評 価 す る 加 算  

エ 、  個 別 機 能 訓 練 加 算  1 日  1 2 円  



機 能 訓 練 指 導 員 等 が 入 所 者 ご と に 個 別 機 能 訓 練 計 画 を 作 成 し 、そ の 計 画 に 基 づ

い て 機 能 訓 練 を 行 っ て い る 場 合 に 加 算 。  

オ 、  若 年 性 認 知 症 入 所 者 受 入 加 算  1 日  120 円  

受 け 入 れ た 若 年 性 認 知 症 利 用 者 毎 に 個 別 担 当 者 を 定 め 、そ の 者 を 中 心 に 、サ ー

ビ ス 提 供 を 行 っ た 場 合 (提 供 者 の み )。  

  オ 、 看 護 体 制 加 算 (Ⅰ )イ  1 日  6 円 ： 常 勤 看 護 師 を 1 名 配 置 。  

カ 、 看 護 体 制 加 算 (Ⅱ )イ  1 日  13 円 ： 常 勤 看 護 職 員 を 基 準 よ り 多 く 配 置 。  

  キ 、 看 取 り 介 護 体 制 加 算   

医 師 が 終 末 期 に あ る と 判 断 し た 入 居 者 に つ い て 、医 師・看 護 師・介 護 職 員 等 が

協 働 し 、 本 人 又 は 家 族 等 の 同 意 を 得 な が ら 看 取 り 介 護 を 行 っ た 場 合 に 、 加 算 。  

１   (1) 1 日 144 円 （ 死 亡 日 以 前 4～ 30 日 ）  

(2) 1 日 680 円 (死 亡 日 の 前 日 ・ 前 々 日 ）  

      ( 3)  1 日 1,280 円 （ 死 亡 日 ）  

２  (1) 1 日 144 円 （ 死 亡 日 以 前 4～ 30 日 ）  

(2) 1 日 780 円  (死 亡 日 の 前 日 ・ 前 々 日 ）  

      ( 3) 1 日 1, 580 円 （ 死 亡 日 ）  

ク 、 夜 勤 職 員 配 置 加 算  １ 日 27 円 ： 夜 勤 帯 に 介 護 職 員 ・ 看 護 職 員 を 基 準 以 上 配 置 。  

  ケ 、 配 置 医 師 緊 急 時 対 応 加 算  

  (1) 早 朝 又 は 夜 間   1 回  650 円  

(2) 深 夜       1 回 1 ,300 円  

  コ 、 療 養 食 加 算   1 日  3 食  1 食 6 円 （ 対 象 者 の み ）  

医 師 が 発 行 す る 食 事 箋 に 基 づ い て 提 供 し た 療 養 食 に つ い て 加 算  

  サ 、 サ ー ビ ス 提 供 体 制 強 化 加 算  1 日 18 円  

     た だ し 、 下 記 セ 、 日 常 生 活 継 続 支 援 加 算 を 算 定 す る 場 合 は 算 定 で き な い 。  

シ 、 日 常 生 活 継 続 支 援 加 算  1 日 46 円  

算 定 前 ６ 月 間 又 は 前 １ ２ 月 間 に お け る 新 規 入 居 者 の 総 数 の う ち 、要 介 護 ４・要 介

護 ５ の 占 め る 割 合 が 7 0％ 以 上 又 は 介 護 を 要 す る 認 知 症 の 入 所 者 の 占 め る 割 合 が

65％ 以 上 で あ る 。介 護 福 祉 士 を 常 勤 換 算 方 法 で 、介 護 職 員 の 60%以 上 で あ る こ と 。 

  ス 、 介 護 職 員 処 遇 改 善 加 算    所 定 単 位 × 8.3％ ／ 月  

  セ 、 特 定 処 遇 改 善 加 算      所 定 単 位 × 2.7％ ／ 月  

  ソ 、 科 学 的 介 護 推 進 体 制 加 算 （ Ⅱ ）  50 円 /月  

    基 本 的 な 情 報 に 加 え て 、入 所 者 ご と の 疾 病 の 状 況 等 の 情 報 を 、 LIFE を 用 い て 厚 生

労 働 省 に 報 告 し た 場 合 に つ い て 加 算 。  

  タ 、 介 護 職 員 等 ベ ー ス ア ッ プ 等 支 援 加 算  所 定 単 位 ×1.6％ ／ 月  

（ ３ ）  介 護 保 険 給 付 対 象 外 の サ ー ビ ス  

① 食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用 (食 材 料 費 及 び 調 理 費 )  

 月   

額  

 通    常   

(第 4 段 階 )  

介 護 保 険 負 担 限 度 額 認 定 証 に 記 載 さ れ て い

る 額  



第 1 段 階  第 2 段 階  第 3 段 階

①  

第 3 段 階    

②  

食 事 の 提

供 に 要 す

る 費 用  

4 3 , 3 5 0

円  

1 日  

1， 4 4 5 円  

1 日  

3 0 0 円  

1 日  

3 9 0 円  

1 日  

6 5 0 円  

1 日  

1 , 3 6 0 円  

 

 

※ 上 記 の 記 載 、第 1～ 3 段 階 に つ き ま し て は 補 足 的 給 付 受 給 限 度 額 、第 4 段 階 に つ き ま し

て は 食 費 の 基 準 費 用 額 の 表 示 で す 。  

 

② 居 住 に 要 す る 費 用 (光 熱 水 費 相 当 額 )  

1 日 当 た り の 利 用 料 (居 住 費 )  

 

 月   額  

通  常  

(第 4 段 階 )  

介 護 保 険 負 担 限 度 額 認 定 証 に

記 載 さ れ て い る 額  

第 1 段

階  

第 2 段 階  第 3 段 階  

居 住 (滞

在 )  

に 要 す

る 費 用  

6 0 , 1 8 0 円  
1 日  

2 , 0 0 6 円  

1 日  

8 8 0 円  

1 日  

8 8 0 円  

1 日  

1 , 3 7 0 円  

※ 上 記 の 記 載 、 第 1～ 3 段 階 に つ き ま し て は 補 足 的 給 付 受 給 限 度 額 、  

第 4 段 階 に つ き ま し て は 居 住 費 の 基 準 費 用 額 の 表 示 で す 。  

 

③ 理 容 サ ー ビ ス （ 月 1 回 ） ： カ ッ ト 1 , 6 0 0 円  カ ラ ー 3 , 5 0 0 円 （ カ ッ ト 込 ）  

④ 入 居 者 の 選 定 に よ り 提 供 す る も の  

※ 日 常 生 活 に 要 す る 費 用 で 、 本 人 に 負 担 し て い た だ く こ と が 適 切 で あ る も の  

区     分  利 用 者 負 担 金  

１ 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 代  

２ 、健 康 管 理 費（ 予 防 接 種 費 用 等 ） 

実 費 負 担 （ 参 加 者 の み ）  

実 費 負 担  

 

（ ４ ） 利 用 者 負 担 金 の 支 払 い 方 法  

上 記 入 居 者 負 担 金 の 支 払 い は 、 毎 月 １ ５ 日 ま で に 月 単 位 で 請 求 さ せ て 頂 き ま す 。  

お 支 払 い 方 法 は 、 下 記 の 通 り と し 、 毎 月 末 日 ま で に お 支 払 い く だ さ い 。  

[ 原 則 ] 自 動 口 座

引 き 落 と し  

ご 指 定 の 銀 行 口 座 よ り 毎 月 ２ ５ 日 に 引 き 落 と し と

し ま す  

お 支 払 い は 原 則 、自 動 口 座 引 き 落 と し と さ せ て 頂 き ま す 。（ 引 落 手 数 料 は 、法 人 負 担 で す 。）  

 

※ 銀 行 振 り 込 み  

肥 後 銀 行     鹿 児 島 支 店  

 普 通 預 金 口 座   口 座 番 号  １ １ ４ ３ ８ ２ ４  

 口 座 名 義  社 会 福 祉 法 人 城 山 会  理 事 長  中 村 佐 知 子  



  ※ 口 座 引 き 落 と し が で き な い 等 、 特 別 な 事 情 が あ る 方 は 、 事 前 に ご 相 談 く だ さ い 。  

 

（ ５ ） 領 収 書 の 発 行  

   事 業 者 は 、 入 居 者 等 か ら お 支 払 い を 受 け た と き は 、 領 収 書 を 発 行 し ま す 。  

 

 

（ ６ ） サ ー ビ ス 提 供 証 明 書 の 発 行  

事 業 者 は 、 入 居 者 等 か ら 利 用 者 負 担 金 の 支 払 い を 受 け 、 証 明 書 の 発 行 を 求 め ら れ た 際

は 、 入 居 者 等 に 対 し 、 提 供 し た 老 人 福 祉 施 設 介 護 サ ー ビ ス の 内 容 、 利 用 単 位 、 費 用 等

を 記 載 し た 「 サ ー ビ ス 提 供 証 明 書 」 を 交 付 い た し ま す 。  

 

（ ７ ）  居 室 の 明 け 渡 し  

契 約 が 終 了 す る と き は 、 利 用 者 負 担 金 を 支 払 い の 上 、 契 約 終 了 日 ま で に 居 室 を 明 け 渡

し て い た だ き ま す 。  

※ 契 約 終 了 日 ま で に 居 室 を 明 け 渡 さ な い 場 合 、 本 来 の 契 約 終 了 日 の 翌 日 か ら 現 実 に

居 室 を 明 け 渡 さ れ た 日 ま で の 期 間 に 係 る 所 定 の 利 用 者 負 担 金 を お 支 払 い 頂 き ま す 。  

５ ． サ ー ビ ス 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

来 訪 ・ 面

会  

来 訪 者 は 面 会 時 間（ ８：３ ０ ～ １ ７：３ ０ ）を 遵 守 し 、必 ず そ の 都 度

職 員 に 届 け 出 て く だ さ い 。 訪 問 時 は 、 あ ら か じ め 、 お 電 話 く だ さ い 。 

外 出 ・ 外

泊  

外 出 ・ 外 泊 の 際 に は 必 ず 行 き 先 と 帰 苑 時 間 を 職 員 に 申 し 出 て く だ さ

い 。そ の 際 、必 ず「 外 出・外 泊 時 連 携 書 」を 事 前 に 記 載 し 、提 出 し て

く だ さ い 。  

居 室 ・ 設

備 ・ 器 具

の 利 用  

施 設 内 の 居 室 や 設 備 ・ 器 具 は 本 来 の 用 法 に 従 っ て ご 利 用 下 さ い 。  

こ れ に 反 し た ご 利 用 に よ り 破 損 が 生 じ た 場 合 、賠 償 し て い た だ く こ と

が あ り ま す 。  

喫 煙 ・ 飲

酒  

敷 地 内 で の 喫 煙 ・ 飲 酒 は で き ま せ ん 。  

迷 惑 行 為

等  

騒 音 等 他 の 入 居 者 の 迷 惑 に な る 行 為 は ご 遠 慮 願 い ま す 。  

ま た 、 む や み に 他 の 入 居 者 の 居 室 等 に は 立 入 ら な い よ う に し て 下 さ

い 。 入 居 者 の み な ら ず 、 そ の 関 係 者 も 謹 ん で く だ さ い 。  

所 持 品 の

管 理  

最 小 限 に し て く だ さ い 。  

現 金 等 の

管 理  

施 設 で は 管 理 で き ま せ ん 。  

宗 教 活 動  施 設 内 で 他 の 入 居 者 に 対 す る 宗 教 活 動 及 び 政 治 活 動 は ご 遠 慮 下 さ い 。 

動 物 飼 育  施 設 内 へ の ペ ッ ト の 持 ち 込 み 及 び 飼 育 は お 断 り し ま す 。  

 

６ ． 非 常 災 害 対 策  

事 業 者 は 、 非 常 災 害 そ の 他 緊 急 の 事 態 に 備 え 、 必 要 な 設 備 を 備 え る と と も に 、 常 に 関 係



機 関 と 連 絡 を 密 に し 、 と る べ き 措 置 に つ い て あ ら か じ め 消 防 計 画 を 作 成 し 、 消 防 計 画 に 基

づ き 、 年 ２ 回 以 上 入 居 者 及 び 職 員 等 の 訓 練 を 行 い ま す 。  

 

非 常 時 の

対 応  

別 途 定 め る「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  消 防 計 画 」に の っ と り 対 応 を

行 い ま す 。  

平 常 時 の

訓 練  

別 途 定 め る「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  消 防 計 画 」に の っ と り 年 ２ 回

の 夜 間 及 び 昼 間 を 想 定 し た 避 難 訓 練 を 、消 防 署 の 指 導 の も と 、入 居 者 も 参 加

し て 実 施 し ま す 。  

防 災 設 備  

設 備 名 称  個 数 等  設 備 名 称  個 数 等  

火 災 通 報 装 置  

受 信 機  

１  

１  
非 常 灯  ２ ８  

誘 導 灯  ２ ０  屋 内 消 火 栓  ５  

ガ ス 漏 れ 警 報

機  

５  ス プ リ ン ク ラ ー  

（ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾍｯﾄﾞ）  

 

１ ６ ２  

感 知 器  １ ０ ８  

※ カ ー テ ン 等 は 、 防 炎 仕 様 も の を 使 用 し て い ま す 。  

消 防 計 画  防 火 管 理 者  ：  事 務 次 長  山 野 博 貴  

 

７ ． 緊 急 時 の 対 応  

サ ー ビ ス 提 供 時 に 入 居 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 、 そ の 他 必 要 な 場 合 は 、 速 や か に 主 治 医

や 協 力 医 療 機 関 、 各 関 係 機 関 へ の 連 絡 等 必 要 な 措 置 を 講 じ ま す 。  

ま た 、 緊 急 搬 送 を 要 す る 場 合 に お い て 、 夜 間 及 び や む を 得 な い 状 況 下 で は 、 職 員 に よ る  

同 行 （ 同 乗 ） が 行 え な い 場 合 も あ り ま す 。  

 そ の 場 合 に は 市 町 村 等 の 救 急 車 や 医 療 機 関 と 連 携 し 必 要 な 措 置 を 講 じ ま す 。  

 

８ ． 事 故 発 生 時 の 対 応  

サ ー ビ ス 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は 、 ご 家 族 、 市 町 村 、 関 係 機 関 等 へ の 連 絡 を

行 う な ど 必 要 な 措 置 を 講 じ 、 事 故 の 状 況 や 事 故 に 際 し て と っ た 処 置 に つ い て 記 録 し 、 賠 償

す べ き 事 故 の 場 合 に は 、 損 害 賠 償 を 速 や か に 行 い ま す 。  

 

９ ． 守 秘 義 務 に 関 す る 対 策  

事 業 者 は 、 入 居 者 の 個 人 情 報 に つ い て 「 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 」 及 び 厚 生 労 働 省

が 策 定 し た 「 医 療 ・ 介 護 関 係 事 業 者 に お け る 個 人 情 報 の 適 切 な 取 り 扱 い の た め の ガ イ ダ ン

ス 」 を 遵 守 し 、 適 切 な 取 り 扱 い に 努 め る も の と し ま す 。 事 業 者 及 び 以 下 職 員 は 、 サ ー ビ ス

提 供 を す る 上 で 知 り 得 た 入 居 者 及 び そ の 家 族 の 秘 密 を 正 当 な 理 由 な く 、 第 三 者 に 漏 ら し ま

せ ん 。 ま た 、 こ の 秘 密 を 保 持 す る 義 務 は 、 サ ー ビ ス 提 供 契 約 が 終 了 し た 後 に お い て も 継 続

し ま す 。事 業 者 は 、職 員 に 、業 務 上 知 り 得 た 入 居 者 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 保 持 さ せ る た め 、

従 業 者 で あ る 期 間 及 び 従 業 者 で な く な っ た 後 に お い て も 、 そ の 秘 密 を 保 持 す る べ き 旨 を 、

従 業 者 と の 雇 用 契 約 の 内 容 と し ま す 。  



 

１ ０ ． 入 居 者 の 尊 厳  

入 居 者 の 人 権・プ ラ イ バ シ ー 保 護 の た め 業 務 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、職 員 教 育 を 行 い ま す 。 

 

１ １ ． 身 体 拘 束 の 禁 止  

原 則 と し て 、 入 居 者 の 自 由 を 制 限 す る よ う な 身 体 拘 束 を 行 わ な い こ と を 約 束 し ま す 。  

た だ し 、 緊 急 や む を 得 な い 理 由 に よ り 拘 束 を せ ざ る を 得 な い 場 合 に は 事 前 に 入 居 者 及 び

そ の 家 族 へ 十 分 な 説 明 を し 、 同 意 を 得 る と と も に 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 入 居 者 の

心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 に つ い て 記 録 し ま す 。  

 

１ ２ ． 苦 情 相 談 窓 口  

事 業 者 の ご 利 用 に 当 た っ て の 苦 情 ご 不 満 等 に つ き ま し て は 、 下 記 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

ご 利 用 相

談 窓 口  

 担   当  ：  介 護 支 援 専 門 員 ／ 相 談 員  有 馬  光 将  

 解 決 責 任 者 ：  管 理 者   石 坂  朋 之  

 受 付 日 時  ：  随  時   ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０  

連  絡  先  ：  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ９ ９ － ８ １ ３ － ７ １ ４ ５  

鹿 児 島 市 介 護 保 険 課 給 付 係     ８ ： ３ ０ ～ １ ７ ： １ ５   

 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ９ ９ － ２ １ ６ － １ ２ ８ ０  

鹿 児 島 県 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会  ９ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０  

 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ９ ９ － ２ １ ３ － ５ １ ２ ２  

福 祉 サ ー ビ ス 運 営 適 正 化 委 員 会   ９ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ０ ０  

Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ９ ９ － ２ ８ ６ － ２ ２ ０ ０  

 

１ ３ ． 協 力 医 療 機 関 等  

  事 業 者 は 、 下 記 の 医 療 機 関 や 歯 科 診 療 所 に 協 力 を い た だ き 、 入 居 者 の 状 態 が 急 変 し た 場

合 等 に は 、 速 や か に 対 応 を お 願 い す る よ う に し て い ま す 。  

中 村 （ 哲 ）

産 婦 人 科・

内 科  

所  在  地  鹿 児 島 市 樋 之 口 町 ３ 番 ７ 号  

電 話 番 号  ０ ９ ９ － ２ ２ ３ － ２ ２ ３ ６  

診 療 科 目  婦 人 科 ・ 内 科  

市 来 歯 科

医 院  

所  在  地  鹿 児 島 市 山 之 口 町 ５ 番 ６ 号  

電 話 番 号  ０ ９ ９ － ２ ２ ６ － ６ ２ ５ ４  

診 療 科 目  歯 科  

 

１ ４ ． 損 害 賠 償 に つ い て  

当 事 業 所 に お い て 、 事 業 者 の 責 任 に よ り 入 居 者 に 生 じ た 損 害 に つ い て は 、 事 業 者 は 、

速 や か に そ の 損 害 を 賠 償 し ま す 。 守 秘 義 務 に 違 反 し た 場 合 も 同 様 と し ま す 。  

た だ し 、 損 害 の 発 生 に つ い て 、 入 居 者 に 故 意 又 は 過 失 が 認 め ら れ た 場 合 に は 、 入 居 者

の 置 か れ た 心 身 の 状 況 等 を 斟 酌 し て 減 額 す る の が 相 当 と 認 め ら れ た 場 合 に は 、 事 業 者 の

損 害 賠 償 責 任 を 減 じ さ せ て い た だ き ま す 。  

 



１ ５ .  第 三 者 に よ る 評 価 の 実 施 状 況  

第 三 者 に よ る 評

価 の 実 施 状 況  

 

１   あ り  

 

実 施 日   

評 価 機 関 名 称   

結 果 の 開 示   1  あ り    ２  な し  

 ２   な し  

 

 

令 和   年   月   日  

 

ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 開 始 に 当 た り 、 入 居 者 に 対 し て 契 約 書 及 び 本 書

面 に 基 づ い て 重 要 な 事 項 を 説 明 し 交 付 し ま し た 。  

 

事 業 者    所 在 地    鹿 児 島 市 長 田 町 ３ ７ 番 ２ ３ 号  

事 業 所 名   特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 城 山 苑 別 館  

指 定 番 号   ４ ６ ９ ０ １ ０ １ １ １ ０  

管 理 者 名   石 坂  朋 之      印  

電 話 番 号   ０ ９ ９ － ８ １ ３ － ７ １ ４ ５  

Ｆ Ａ Ｘ    ０ ９ ９ － ８ １ ３ － ７ １ ４ ６  

説 明 者    所 属              

氏 名            印  

 

 

 

 

令 和    年    月    日  

 

私 は 、 契 約 書 及 び 本 書 面 に よ り 、 事 業 者 か ら ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に つ

い て 重 要 事 項 に 関 す る 説 明 を 受 け 契 約 の 内 容 に 同 意 し 、 契 約 書 の 交 付 を 受 け ま し た 。  

 

ご 契 約 者 （ 入 居 者 ）    

住 所                     

 

氏 名                    印  

 

 

代 理 人 ・ 代 筆 者  

住 所                     

 

氏 名                    印 （ 続 柄    ）  

 



 

ご 家 族  

住 所                     

 

氏 名                    印 （ 続 柄     ）  

 

 


